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　株式会社江口高周波は、トランス（変
圧器）を主力製品とし、スイッチ、ケー
ブルなども開発。多くの企業の受託試験
なども行っている。製品は自動車や重機
の熱処理を行う部品の製造にも使われて
いるほか、鉄鋼業界などにも幅広く貢献。
顧客との共同開発も多く、以前に取得し
た特許や実用新案は、顧客企業からの要
請に応じたものがほとんどであった。
　自社での権利化をめざすようになった
のは、知財センターとの関係が生まれて
からのこと。例えば、「電磁石吸引時の衝
撃を緩和した電磁式断路器」という製品
での特許がそうだ。簡単に言えば、電気
が流れるとマグネットが吸い付いて、ス
イッチOFFになるというものだが、これ
まではスイッチの接点を閉じた時の衝撃
が大きく、寿命が短いという問題があっ
た。同社はこの衝撃力を従来比 3 分の 1
から6分の1にまで低下させた。軟着陸
するようにギュッと押さえつけるため、

確実な通電性能は維持。そして、寿命は
従来比10倍に当たる100万回にまでアッ
プした。騒音も減り、飛躍的に進化した
技術である。これによって特許を取得す
るとともに、2014年度の発明大賞でも考
案功労賞として表彰された。

　知財に対して、さらに意識的になった
のは、同社の製品が模倣された出来事か
らだ。
　江口洋平社長は、こう語る。「以前は、
知財に関してはすべて受け身でしたね。
図面にマル秘の文字も入っていないよう
な状態でしたが、そうした点から知財セ
ンターにアドバイスを受けて、さまざま
な改善をはかってきました」
　2012 年から 3 年間にわたって、ニッチ
トップ育成支援を受けたことで、知財へ
の考え方が大きく変わったと江口社長は
語る。「過去にも、いろいろとアイデアは
あったんです。でも、権利化しようとい

知財への取り組みを通して
アイデアの出る活気あふれる会社へ
「高周波誘導加熱」という、電磁誘導の原理を用いた技術を中心に
水冷式・空冷式の高周波変圧器や、直流・交流のリアクトルなど
多様な高周波誘導加熱機器を、用途に合わせて設計・製造。
さまざまな産業分野において貢献している。
高周波電気機器などの受託試験・評価も幅広く実施し、
多くの企業に信頼されるパートナーとして新たな技術開発を進めている。

う意識がありませんでしたね。それに、
私たちの仕事は、案件が発生してから実
物ができるまでのスパンがとても短く、
出願のタイミングが難しいところもあり
ます。そうした点の解決策も、知財セン
ターのアドバイザーからいろいろと教え
てもらいました」
　ニッチトップ育成支援では、月 2 回の
ペースで、4〜5名の設計者が集まる時間
を作るということに、最初は不安もあっ
たという。「でも実際に始めてみると、そ
んなに負担は感じなかったですね。権利
化を考えることと実務がちょうど噛み合
いましたし、知財について会社のみんな
で落ち着いて考える、いい機会だったと
思います」

　同社の開発製品は機械が多く、ほとん
どのトランスは、技術をノウハウとして
製品の中に抱え込んでいる。「今までだっ
たら、自分たちがノウハウだと思ってい

ればそれでいい。第三者が外から見て技
術が分からなければ、それは全部ノウハ
ウだと思っていたんです。でも、きちん
と資料化して管理することで、はじめて
ノウハウになることを知りました。今ま
では、ノウハウというものが、みんなの
頭の中にしかなかったんですよ」
　ノウハウの資料化を進めながら、知財
管理のさまざまな標準化も進めた。「設計
要領書なども、しっかり作るようになり
ました。知財センターのアドバイザーは、
みなさん中小企業のことをよく分かって
いますよね。こちらの立場を理解したう
えで話してもらえるので助かります」

　江口社長はまた、現在の技術を権利化
するうえでの大きなポイントについても
語ってくれた。「過去の技術を思い出すこ
とで、それが今に生かされるものもあり
ますね。それに、新しい製品がどのよう
な技術の物語を持っているのか、そのス

トーリー次第では権利を取得できるもの
もあるんだなと感じています」
　2014 年には、知財交流会にも参加して、
さまざまな会社の知財担当者と交流する
ことによって多くの業界の実状にふれた。

「みんなそれぞれに苦労しているんだな
と感じました。私たちと同じくらいの規
模でも、昔からしっかりと知財管理をし
ている会社もあれば、試行錯誤している
会社もあります。そんな生の情報が得ら
れたことは良かったですね」

　知財に対して意識的になるにつれて、
社内が活性化する効果も生まれてきたと
いう。「これを権利化できないかな？ な

どの話題も生じるようになりましたね。
また、設計だけではなくそれぞれの職種
の社員に、思いつくものを紙に書いて提
出してもらうと、今まではまったく考え
なかった、いろいろな意見が出てくるん
です。知財に関することだけではなく、
現場に役立つ建設的な意見もあって、早
速実施したアイデアもたくさんあります。
溶接の方法を変えたり、クレーンの位置
を変えて、製造過程のムダを省いたりも
しました。今まで当たり前だと思ってい
たことが、どんどん改善されていると感
じます」社員からの貴重な意見は、さら
に同社の技術力を高めるとともに、社員
それぞれのモチベーションの向上にも大
きくつながっている。
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以前の権利化は顧客からの
要請に応じたものがほとんど

過去の技術も新たな製品の
ストーリーに生かされる

特許権利化に向けての相談などに訪れ、先行技術調査などからアドバイ
スを行いました。ニッチトップ育成支援の機会も生かして、社内研修や
知財管理体制づくりなどに、社長様をはじめ社員が積極的に取り組まれ
ています。知財という視点を得たことが、社内の交流を促し、会社の新
たな力になっているようです。　　担当：城南支援室　朝香アドバイザー

社内研修など積極的な会社全体の取り組みも大切

会社概要
所在地：東京都大田区城南島 2-4-3
電　話：03-3790-5231
U R L ：http://www.eguchi-hf.co.jp
業　種 : 高周波変圧器、高周波断路器などの
　　　　設計・製造・販売
設　立：1975年（昭和50年） 資本金：1,000万円

主な権利
2014年：特　許　 第5452567号
2014年：特　許　 第5649231号
2015年：特　許　 第5746805号
2015年：特　許　 第5785580号
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取材：2016 年 1 月

江口高周波の工場には大きな装置も多く、さまざまな
試験も行われ、技術の高い専門性がうかがえる。

同社の主力製品である
高周波変圧器。回路
技術・電源技術などの
ノウハウを生かし、今
までに7,000台以上の
高周波変圧器を製作・
納入している。

代表取締役社長：江口 洋平さん

日本発明振興協会と
日刊工業新聞社の共
催による2014年度
の発明大賞では、考
案功労賞として表彰
された。

リアクトルとは、電気回路のインダクタンス素子と
なる静止巻線機器のこと。同社は高周波用リアク
トルでも特許を取得している。


